
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

      

 

中学部の生徒は６月３日から７日の５日間、高等部の生徒は６月３日から１４日までの１０日間の校内・

校外実習が行われます。 

高等部では、外部の福祉サービス事業所や企業の御協力の基、校外実習を行っています。今回の進路

だよりでは、校外実習が行われるまでの進み方を御説明します。小・中学部の保護者の皆様も今後の参

考にしてください。 

高等部 校外実習実施までの流れ 

ステップ１ 実習先を決める。 

ステップ３ 実習先と実習の契約を結び、打ち合わせを行う。 

ステップ４ 高等部 校外実習を行う。 

ステップ５ 評価表を見て、今後の進路の方向性を検討する。 

・ 大事なのは、お子さん自身がどのような仕事をしたいかです。 
・ ３年生の時期、就労を決める際、お子さん自身が「ここで働きたい」という意思を確認する事業
所もあります。実習先を決める際、お子さんや担任の先生と相談しながら決めていきましょう。 
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・ 実習の約２週間前に実習の打ち合わせを行います。 
・ お子さん本人と保護者、教員、実習先担当者の４者で打ち合わせを行います。実習中の日程や持ち
物の確認などをしつつ、実習を行うための契約を行います。（実習中の責任の所在も明確にします。） 

ステップ２ 実習の日数や通勤方法などを具体的に考える。 

・ スモールステップを心掛けましょう。 
・ 学校以外の場所に通うだけで心も体も疲労します。御家庭でゆっくり休ませましょう。 
・ お子さんにとっては、通勤も実習の一環です。企業で実習する場合は、送迎ではなく、自力通
勤が前提となってきます。 

＜保護者の皆様へのお願い＞ 
実習は、実習先の御協力があって、初めて成り立ちます。私たちはお願いしている立場です
ので、保護者の皆様も実習の打ち合わせに行く際の服装や言動にお気を付けください。本校
ではありませんが、実習の打ち合わせでサンダルを履いてきてしまい、実習先担当者の印象を
悪くしてしまうケースがありました。お子さんのために、保護者の皆様の御協力もお願いします。 

・ 実習中は、帰宅後、学校への帰宅連絡を行います。電話することが難しいお子さんの場合は、保
護者の方が学校に帰宅連絡してください。 

・ 実習担当の教員は、生徒が無事に帰宅したという確認をとるため、連絡を待っています。 

・ 実習先に実習の評価をしていただきます。後期の実習に向けて、がんばるところをはっきりさせ
たり、実習先がお子さんの適正に合っているか確認したりします。 


